
令和４年度（2022年度） ＨＵＭＡＮ ＲＩＧＨＴＳ ＲＥＰＯＲＴ

このレポートは、箕面における人権課題を学び、実態を知ることで、市民と職員が共通認識に立

ち、お互いの情報を共有して、それらを広く伝え、人権文化のまちづくりを共に考えていくことを

目的として、箕面市職員による人権行政研究会が編集しています。

今年度は、趣向を変え、「読み物ではなく活用できるもの」を作成することとなり、研究会メンバ

ーでアイデアを出し合って「人権かるた」を作成し、この冊子にまとめました。

この人権かるたを活用し、知ったこと、考えたことを、家庭・職場ほか、さまざまなコミュニテ

ィで考えるきっかけや、それぞれの場で今後の情報発信に活かしていただければと考えています。

（ 箕面市職員による人権課題に関するレポート：人権かるた編 ）
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はじめに

◇私たち、箕面市職員で構成している人権行政研究会は、平成２３年（2011年）からこ

れまで、年に一度、合計１１冊のヒューマン・ライツ・レポートを発行してきました。

◇１１年の間にさまざまな事業所や施設などを取材し、ヒューマン・ライツ・レポートに

まとめてきました。今年度は、趣向を変え、「読み物ではなく活用できるもの」を作成す

ることとなり、研修などでも活用できるよう、「人権かるた」を作成することにしまし

た。

◇なるべくさまざまな人権課題を盛り込み、伝わりやすい言葉を探し、メンバーで話し合

いながら試行錯誤してきました。はじめは「きっちり統一感を持たせた方がよいので

は？」という意見も出ましたが、「職員の個性が出ているのも多様性という意味でよい

のでは？」という方向に落ち着き、個性豊かな「人権かるた」を作り上げることができ

ました。

◇かるた取りとして遊ぶ、札から気になった人権課題について話し合う、知りたいと思っ

たことについて深く調べてみる…さまざまな活用方法があると思います。かるたをとお

して、さまざまな人権を自分自身にかかわる身近な問題として気づき、考え、行動する

きっかけとなれば嬉しく思います。

「絵札」については、中学生・高校生・大学生を含む「チーム７」のみなさんの

協力をいただき、素敵なかるたができあがりました。ご協力に感謝いたします。
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人権かるた ～読み札・絵札～
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市ホームページで、カラー版のイラストをご覧いただけます。

（印刷用のデータも掲載しています）

https://www.city.minoh.lg.jp/jinken/jinken/human-rights-reports.html

ヒューマン・ライツ・レポートのページ内、

「令和４年度」のところをご覧ください。


